
 

 

膜を使わず、周辺の環境を汚さない
稼働温度が20-70度
装置が小さい
使用エネルギーが小さい
太陽熱温水器でも稼働できる
塩を掬って取れる

海水淡水化装置
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加熱して蒸発した蒸気を冷たいところまで
持ってくると、結露する。
これで、蒸留水ができる。これを円筒内の空
気の流れで実現したのが、左図である。結露
の時には、エネルギーを放出するので、これ
を蒸発に利用できれば、効率の良い装置とな
る。

24GJ 入力(278kWx24時間) 24GJ 発生
熱の再利用（熱は低温から高温に移動できないので、工夫　　が必要）
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温度が低いと 
水蒸気を少量 
しか持て 
ないので、 
その分が結露 

熱を回収して再利用



水蒸気が出るには必ずしも沸騰は必要ない。従来は
100Cの沸騰を利用してきたが、コーヒーは50Cくらい
なのに湯気が出ている。しかも1気圧で。矢部はこれを
利用した。矢部は、1974年に回転によって微細化する
方法を提案した。 
さらに、多数のモジュールを並べる多段法をやめて、真
ん中の図のように、横にプロペラを並べることで、同じ
効果があることを示した。これで多段が一つのモジュー
ル内で実現した。これをさらに右図のように並べること
で、超多段が実現した。これで、熱の運搬役の純水を全
体に配置することができた。

沸騰を利用しない蒸発法



①

①70度に加熱した海水が、蒸発する　①蒸発によって温度が下がる 
② ①でできた蒸気は、風に流され、熱交換器に 
③熱交換器を流れる冷たい水が、②の熱い蒸気によって　70度まで 
　　加熱される。蒸気は逆に冷やされ、結露する(凝縮) 蒸留水ができる 
④  ③で、70度まで加熱された熱水が、①で冷やされた海水を加熱 
　　　　熱が回収された 

②
③

④
①

熱が常に回収されるので、外
部からの加熱は不要
しかし、実際にはどこかで熱
損失があるので、その分を補
う熱は必要



　小田原漁港から海水採取



左側に淡水化装置、右上に海から採取した海水タンク

右下は、製造された蒸留水のタンク



https://youtu.be/OPPlwiKK3Ac 稼働中の淡水化装置

https://youtu.be/OPPlwiKK3Ac


溜まった塩は掬って採れる



海水淡水化法の比較

🔴有利 ❌不利



あらゆる物質を除去

10

墨汁も完全除去

汚水処理場の水（左）を浄化し、す
べての成分を除去した(右)。



PFASは有機フッ素化合物の総称。癌を引き起こす可能性があるため日本で
は、PFOS/PFOAは、50ng/L以下に規制されている。水1gに1兆分の50gとい
うわずかな量。主な除去方法は、活性炭し1100度で焼却する必要があるの
に、そのまま放置して、水源が汚染された例がある。 
PFASは、半導体メーカーが使用するフォトレジスト液やエッチングチャン
バーガスなど多数に使用しているが、半導体企業は詳細を公開していない。 
矢部式淡水化装置を用いて、各務原市から提供された汚染水570ng/Lを一回
で180ng/Lまで80%低減した。二回行えば基準値以下となる。 

矢部法1回でPFAS 80%低減



TSMC in 台湾 
12万トン／日の水を使用

PFOS,PFAS等の有機フッ
素化合物による汚染

塩分濃度0.00%に



海から海水を取水し（現地の汚水も可能）
被災地へ輸送しながら、

エンジン排熱,灯油、太陽熱、ごみ焼却排熱等で浄水を製造

2トン-トラックモデル
最大積載量　2000kg

災害用移動純水製造装置

軽トラックモデル
最大積載量　350kg

1日1-10トン
モデル

2m



災害用移動純水製造装置

一家庭の風呂用水の使用量は、
　　　　200L/回、
　　　　10トンだと、50軒分
燃料タンク(法的規制)　ガソリン200L.       軽油1000L
熱量　　　　　　　　　34.6MJ/L              38.2MJ/L
10トン製造への必要量        24L                    22L
製造能力                               8日分.              45日分

矢部式装置の10トン

純水製造必要熱量は通常

24,000MJ==> 矢部法840MJ以下



矢部法を広める戦略
すでに世界中にRO法等による淡水化装置が設置済み 

==>しかし、高塩分濃度の排出が環境汚染に 
==>新しい方法が必要 
==>すでに設置されている装置をどうする 
==>コバンザメ商法 
　　既存の装置に設置、高塩分濃度排出水を処理 
　　& 塩、マグネシウム等を製造 
　　& 浄水製造量が3倍に 
　　& 既存の装置数分の需要 
==>新規装置は矢部法のみに 



コバンザメ戦略Remora Strategy


